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すだちの特徴

 香りの強さ

爽やかな香りが特徴で、料理の風味づけに最適

 豊富な栄養素

ビタミンCが豊富で、健康維持に役立つ

 多様な用途

魚料理、鍋物、焼き物など幅広い料理に活用可能

 加工品の多様性

果汁、ポン酢、お菓子など様々な加工品の原料に

徳島県のすだち生産

全国シェア 95%

徳島県は日本一のすだち生産地として知られ、全国出荷量のほとんどを占め

ています。

 すだち生産実績

年間生産量：約8,000トン

栽培面積：約350ヘクタール

主な産地：神山町、上勝町、徳島市

徳島県のすだち生産の概要
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 1月の作業

寒害防止の対策確認

防寒対策の点検・補強

病害虫の越冬対策

剪定道具の手入れ

冬季の水分管理

 最低気温が-6℃以下になる場合は防寒対策が必須

 2月の作業

剪定計画の策定

剪定道具の準備・消毒

施肥準備（土壌分析）

樹勢チェック

春の農薬散布計画立案

 月末には萌芽準備が始まるため観察が重要

 3月の作業

防寒資材の撤去

整枝・剪定作業

施肥（元肥）

新規植付け・移植

病害虫防除（3月下旬）

接ぎ木作業（3月下旬～4月）

 春は1年間の木の成長に影響する重要な時期

 冬〜早春の管理ポイント

  防寒対策

最低気温が-6℃以下では寒害の危険あり。防寒シ

トや堆肥マルチングで根を保護

  剪定のコツ

すだちは軽い剪定が基本。込み合った枝、内向き

の枝 徒長枝を中心に剪定

  施肥の目安

3月の萌芽期には元肥として有機肥料を。10a当た

りチ ソ成分10k 程度

  病害虫防除

春の病害虫防除は発芽前に。ミカンハダニやカイ

ガラムシの越冬世代対策が重要

1月
睦月

2月
如月

3月
弥生

すだち栽培の年間カレンダー（1-3月）
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 4月の作業

芽吹き始め病害虫防除

接ぎ木作業（〜4月中旬）

遅れていた剪定の完了

春の追肥（チッソ主体）

雑草対策・除草

灌水設備の点検

 新梢が10cmまでに防除・追肥を完了させる

 5月の作業

開花準備（つぼみ確認）

花芽保護のための防除

病害虫防除（第2回目）

ハダニ・アブラムシ対策

灰色かび病防除

樹勢に応じた水管理

 開花前に病害虫防除を徹底することが重要

 6月の作業

開花・受粉の促進

果実肥大のための追肥

生理落果対策（摘果準備）

病害虫防除（第3回目）

梅雨期の排水対策

夏肥の準備（チッソ成分6.3kg/10a）

 実つきを確認しながら追肥と病害虫防除を実施

 春〜初夏の管理ポイント

  水分管理

開花期から果実肥大期は水分管理が重要。梅雨期

は7 10日間隔で10 当たり20トンを目安にかん

  温度管理

5月以降は気温上昇に注意。特にハウス栽培では

35℃以上にならないよう換気を徹底

  追肥のポイント

花器と新梢を充実させるため、6月までチッソ主

体の肥料を農薬散布時に混用し葉面散布

  病害虫対策

灰色かび病防除は開花始めから開花終期。アブラ

ムシ対策は3 6月が特に重要

4月
卯月

5月
皐月

6月
水無月

すだち栽培の年間カレンダー（4-6月）
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 7月の作業

摘果作業（収穫量調整）

病害虫防除（最終回）

収穫用器具の準備点検

夏肥の施用

計画的な水分管理

ハウスすだちの出荷準備

 防除は7月中に完了し、収穫の準備を整える

収穫準備率：

 8月の作業

ハウスすだちの収穫

露地すだちの初収穫開始

出荷箱・資材の準備

収穫計画の調整

品質保持のための管理

高温時の適切な水分供給

 青いすだちから収穫開始（8月上旬〜）

収穫進行率：

 9月の作業

露地すだちの本格収穫

丁寧な選別作業

出荷調整・市場動向確認

品質管理の徹底

保管すだちの管理

収穫後の樹勢回復準備

 9月中旬が最盛期、計画的に収穫・出荷

収穫進行率：

 収穫期の管理ポイント

30% 60% 90%

7月
文月

8月
葉月

9月
長月

すだち栽培の年間カレンダー（7-9月）

Genspark で作成



 10月の作業

収穫作業の終了

遅れ果の適宜収穫

樹勢回復のための施肥

冷蔵貯蔵の準備・管理

園地の清掃・整備

秋肥の施用

 収穫後の肥料は樹勢回復と来年の収量に直結

次年度準備率：

 11月の作業

土壌改良・pH調整

有機質肥料の施用

排水対策の点検・整備

樹勢診断の実施

病害虫の越冬対策

鳥獣害対策の強化

 土壌分析結果に基づいた肥料設計が重要

次年度準備率：

 12月の作業

冬季剪定の実施

防寒対策の準備

防風ネットの点検・設置

農機具のメンテナンス

翌年の栽培計画立案

ハウス栽培の準備（該当者）

 樹形を整える剪定が翌年の生産性を左右

次年度準備率：

 冬期管理のポイント

30% 60% 90%

10月
神無月

11月
霜月

12月
師走

すだち栽培の年間カレンダー（10-12月）
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 主要病害対策

黒点病：6-7月が発生ピーク、梅雨時期に注意

かいよう病：5-9月に発生、風雨後に注意

灰色かび病：開花期に集中防除が必要

そうか病：新梢伸長期に注意

 ポイント：黒点病対策は7月上旬が最重要

 主要害虫対策

ミカンハダニ：5-6月、8-9月に多発

アブラムシ類：新梢伸長期（4-5月）に注意

チャノキイロアザミウマ：6-7月に防除

カメムシ類：7-9月に果実被害、要注意

 ポイント：天敵保護のため選択性農薬の使用を推奨

 環境に配慮した散布方法

   

 春（3-5月）

 3月中旬：越冬病害虫防除

 4月上旬：芽吹き期防除

 5月上旬：開花前防除

 5月下旬：落花後防除

 夏（6-8月）

 6月中旬：果実肥大期防除

 7月上旬：黒点病重点防除

 7月下旬：最終防除（収穫前）

 7月末以降：散布制限期間

 秋（9-11月）

 収穫期は散布を控える

 10月下旬：収穫後防除

 11月中旬：越冬前防除

 冬（12-2月）

 12月：剪定後の防除

 1-2月：散布休止期間

 2月下旬：マシン油乳剤散布

効率的な農薬散布スケジュール
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 すだち収穫量AI予測モデル

過去10年間の気象データ（気温、降水量、日照時間）と収穫量データを基に、機械学習モデルを構築。 土壌センサー情報、衛星画像解析による生育状況も加味し、精度の高い収穫量予測を

実現しています。

 モデル精度

過去5年間の検証で平均誤差率4.8%を達成。徳島県内7地域の

 気象予測連動

気象庁の1か月・3か月予報と連動し、気象条件の変化に応じ

 活用方法

予測データを基に収穫時期の最適化や出荷計画の立案が可

 気象データと収穫量の相関関係

92%
降水量との相関

87%
気温との相関

79%
日照時間との相関

 今年の収穫量予測

5,240t
予測収穫量

±4.8%
予測誤差範囲

+7.2%
前年比予測

過去の気象データとAI予測に基づく収穫量予測グラフ
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 栽培方法別の最適出荷戦略

 ハウスすだち（3〜8月）

早期出荷による高単価が魅力。特に6月下旬〜7月中旬の出荷

が最も収益性が高い。

3-5月 6-8月

収益性 高

600 800

 露地すだち（8〜10月）

最も香りが強く、品質が高い時期。8月上旬の初物と9月の需

要期に分けた出荷戦略が効果的。

8月上旬 9-10月

収益性 中〜高

400 550

 冷蔵すだち（10〜3月）

端境期に安定供給することで一定の需要を確保。特に12月と

1-2月の行事需要期が狙い目。

10-11月 12-3月

収益性 中

350 450

 月別価格変動（徳島県産すだち）

高値期：7月初旬〜8月中旬 価格変動率：最大2.5倍

 出荷量と価格の相関関係

適正出荷量：月間400〜500トン 出荷調整で価格は最大30%上昇

出荷時期と価格変動の相関図
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